
ス
キ
ッ
ト
と
ス
ピ
ー
チ
の
２
部
門

　
「Q

uiet, please. M
ay I have 

your attention, please? Ladies and 
gentlem

en, teachers and students, 
w

elcom
e to the 3rd year E

nglish 
S

p
eech &

 S
k

it P
erform

an
ce 

Contest.

」。

　

穏
や
か
な
冬
晴
れ
の
２
０
２
３
年
12

月
21
日
、
東
京
都
立
五
日
市
高
等
学
校
で

は
３
年
生
の
各
ク
ラ
ス
代
表
に
よ
る
「
英

語
ス
キ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
開
催
さ
れ
た
。
生
徒
の
司
会
進
行
の
ほ

か
、
大
学
教
員
お
よ
び
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
（
語
学
指
導
等
を

行
う
外
国
人
青
年
招
致
事
業
に
よ
り
派

遣
さ
れ
た
教
員
）の
計
４
名
の
審
査
員
の

講
評
な
ど
も
す
べ
て
英
語
だ
。
１
グ
ル
ー

プ
３
分
の
ス
キ
ッ
ト
（
寸
劇
）
部
門
に
は

６
グ
ル
ー
プ
、
１
人
２
分
の
ス
ピ
ー
チ
部

門
に
は
４
名
が
参
加
。
授
業
や
語
学
学
習

支
援
シ
ス
テ
ム『CaLabo®

M
X

』
で
練

習
し
て
き
た
成
果
を
、
体
育
館
に
集
ま
っ

た
全
校
生
徒
や
先
生
方
に
披
露
し
た
。

　
「
昨
年
は
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の

観
光
プ
ラ
ン
を
グ
ル
ー
プ
で
発
表
す
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
だ
け
で
し

た
が
、
今
回
は
英
語
で
感
情
豊
か
に
表

現
す
る
力
も
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
ス

キ
ッ
ト
部
門
を
新
設
し
ま
し
た
。
寸
劇

の
シ
ナ
リ
オ
は
１
年
間
か
け
て
学
ん
だ

日
常
に
使
う
英
語
を
題
材
に
、
生
徒
が

自
分
た
ち
で
考
え
ま
し
た
。
本
番
前
の

中
間
発
表
を
11
月
に
２
回
、
12
月
に
１

回
行
い
、
感
情
を
込
め
て
英
語
を
発
音

す
る
こ
と
な
ど
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
」

（
英
語
科
主
任
教
諭
の
中
村
俊
佑
先
生
）。

　

最
初
の
女
子
生
徒
２
人
組
は

「Breakfast

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
朝

食
の
パ
ン
を
め
ぐ
る
母
子
の
や
り
取
り

を
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
た
。一
人
が
舞
台
に

寝
転
ん
だ
り
、
声
を
張
り
上
げ
た
り
す

る
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。
学
校
の
英
語

の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
は
発
表
者
が

一
方
的
に
話
し
て
終
わ
り
が
ち
だ
が
、こ

の
日
は
聴
衆
の
生
徒
や
先
生
か
ら
笑
い

声
が
聞
こ
え
、
そ
れ
を
受
け
た
舞
台
上

の
生
徒
は
一
層
大
き
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
て
演
じ
る
な
ど
、一
体
感
が
生
ま

れ
、
会
場
は
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
た
。

『C
a

L
a

b
o

®
M

X

』
で
練
習
を
重
ね
る

　

３
年
前
か
ら
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員

を
務
め
る
東
京
経
済
大
学 

全
学
共
通
教

育
セ
ン
タ
ー 

特
任
講
師
の
小
林
ゆ
み
先

生
は「
ス
キ
ッ
ト
で
は
、英
語
を
た
だ『
読

み
上
げ
る
』
の
で
は
な
く
、
英
語
を
使
っ

て『
演
じ
て
』い
ま
し
た
。以
前
は『
見
る
』

と
い
う
表
現
で
はlook

ば
か
り
使
っ

て
い
ま
し
た
が
、
登
場
人
物
の
気
持
ち

や
場
面
に
よ
っ
て
はw

atch

やsee

を

用
い
る
な
ど
言
葉
の
選
び
方
も
適
切
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
発
音
も
ナ
チ
ュ
ラ
ル

で
、
ス
キ
ッ
ト
、
ス
ピ
ー
チ
と
も
安
心
し

て
見
て
い
ら
れ
ま
し
た
」と
評
価
す
る
。

　

同
じ
く
審
査
に
あ
た
っ
た
慶
應
義
塾

大
学 

非
常
勤
講
師
の
吉
原
学
先
生
も
、

３
分
間
の
ス
キ
ッ
ト
の
セ
リ
フ
を
す
べ

て
暗
記
し
て
英
語
で
堂
々
と
演
じ
た
生

徒
を
称
え
た
。

　
「
人
間
は
24
時
間
経
過
す
る
と
覚
え

た
こ
と
の
約
70
％
を
忘
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
何
度
も
復
習
す
れ
ば

習
っ
た
内
容
の
定
着
率
を
高
め
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
ス
キ
ッ
ト
の
セ
リ
フ
の
構

文
は
整
理
さ
れ
て
お
り
、
息
継
ぎ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
私
は
、

こ
れ
ま
で
五
日
市
高
等
学
校
の
英
語
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
が
、『C

aLabo®
M

X

』
に
は
生
徒

が
作
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
英
文
を
音

声
フ
ァ
イ
ル
化
す
る
機
能
が
あ
り
、
セ

リ
フ
の
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
学
習
に
よ

り
、
練
習
を
重
ね
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
」（
吉
原
先
生
）

英
語
学
習
の
輪
を
全
校
に
広
げ
る

　
『CaLabo®

M
X

』
は
「
聞
く
・
話
す
・

読
む
・
書
く
」
を
学
習
す
る
た
め
に
最
適

な
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
搭
載
し

て
い
る
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
持
ち
運
び
可
能
な
端
末

を
利
用
す
る
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
型
な
の
で
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
は
も
ち
ろ

ん
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
内
で
の
Ｐ
Ｃ
に
よ

る
授
業
な
ど
環
境
を
問
わ
な
い
。
自
動

採
点
機
能
で
は
、
登
録
し
た
ス
ク
リ
プ

ト
と
録
音
し
た
音
声
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
が
照
合
し
、
自
動
採
点
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、生
徒
は
校
内
で
も
自
宅
で
も
、

ス
ク
リ
プ
ト
の
作
成
、
登
録
、
録
音
か
ら

採
点
、
間
違
っ
た
箇
所
の
理
解
・
練
習
ま

で
一
人
で
で
き
る
。五
日
市
高
等
学
校
は

２
０
２
２
年
７
月
に
１
～
２
年
生
の
一

部
応
用
ク
ラ
ス
に
プ
レ
導
入
。２
０
２
３

年
４
月
か
ら
本
格
導
入
し
た
。

　

英
語
は
、
学
習
科
目
と
同
時
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
。
学
ん

だ
英
語
が
自
分
以
外
の
人
に
「
伝
わ
っ

た
」
経
験
は
、
積
極
性
を
育
む
な
ど
人
間

的
な
成
長
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
中
村
先
生
な
ど
英

語
担
当
の
先
生
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
お
よ

び
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
先
生
は
、
他
の
生
徒

の
指
導
な
ど
も
あ
り
、
常
に
一
対

一
で
指
導
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
点
、『CaLabo®

M
X

』

に
先
生
方
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
一
括
登
録
し
て
お
け
ば
、

生
徒
が
提
出
し
た
音
源
フ
ァ
イ

ル
を
手
の
空
い
て
い
る
先
生
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。
生
徒
も
先
生

も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
英
語
の
学

習
や
指
導
を
実
践
し
や
す
い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
当
校
の
英
語
教
員
は
、
私
の

ほ
か
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
先
生

も
合
わ
せ
る
と
８
名
い
ま
す
。
２
０
２
４

年
度
以
降
は
、『C

aL
abo®

M
X

』
を

よ
り
活
用
し
た
授
業
を
行
え
る
よ
う

に
教
員
向
け
の
研
修
会
も
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『CaLabo®
M

X

』を
き
っ
か
け
に
英
語

学
習
の
輪
を
全
校
規
模
に
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
ね
」（
中
村
先
生
）

　

ス
キ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

が
終
わ
り
、
登
壇
し
た
生
徒
一
人
一
人

の
や
り
き
っ
た
笑
顔
か
ら
は
、
自
分
の

英
語
力
は
着
実
に
向
上
し
て
い
る
と
い

う
自
信
の
芽
生
え
が
う
か
が
え
た
。

『CaLabo®
M

X

』
を
使
っ
た
中
村
先
生

の
英
語
学
習
改
革
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

セリフの構文や発音、息つぎのタイミングなどをチェックする小林先生（右端）
と吉原先生（右から2人目）。

主任教諭（英語科）
中村 俊佑 先生

―東京都 ―  東京都立五日市高等学校

東京都立五日市高等学校では、3年間の英語学習の仕上げとして、3
年生の各クラス代表による「英語スキット＆スピーチコンテスト」を
開催している。2023年12月の発表を見た審査員からは、日頃の授
業の積み重ねとともに、語学学習支援システム『 CaLabo®MX 』
を使った反復練習の成果を評価する意見があった。英語教育と

『CaLabo®MX』が引き出す可能性を3回に分けて紹介する連載企
画。最終回は、コンテストの様子と今後の学習方針を紹介する。

導入事例　英語スキット&スピーチコンテストはセリフの発音もナチュラルに

導入製品

語学学習支援システム

CaLabo® MX （詳細は C 00へ）

英語スキット&スピーチコンテストは
セリフの発音もナチュラルに

コンテストの「スキット部門」では、3年生の各クラスの代表グループが自分たちで作成した日常の英語シナリオを基に練習を重ねた寸劇を全校生徒の前で披露した。

導
入
事
例

東京都立五日市高等学校とCaLabo®MXの可能性③連 載
東京都立五日市高等学校
〒190-0164  東京都あきる野市五日市894番地

創立76年。教育ビジョンに「地域貢献」「能力伸長」「人格形成」「未来
創造」を掲げ、広い視野を持ちながら新しい社会に対応できる生徒、
地域を愛し地域から愛される生徒の育成を目指す。特色あるカリキュ
ラムとして、2年生からマネジメント・アウトドア・アドバンスの3
コースに分かれ、生徒の興味関心や希望する進路に応じた教育を行う。
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